
「感染症」と「災害」  

避難はどうする？！  

 

 

 

 

 日中はまだ暑い日が続きますね。各地で突然のゲリラ豪雨が襲うなど、天候の変化には注意が必要で

す。いつどこで災害が起こってもおかしくありません。 

しかし、朝夕は涼しくなり、夜によーく耳をすますと、虫の声が聞こえたりしませんか。秋が近づいて

いる証拠です。季節の変わり目は、しんどくなりやすいときです。生活リズムを整えて元気に過ごしまし

ょう。 

 

 

 

新型コロナウイルスの心配がある中で、災害が起きたら…？ 

 

 

 

 

 

 

     安全な場所にいる人まで、避難場所へ行く必要はない。 

     安全が確保できる、親戚・知人の家への避難も考える。 

     マスク、消毒液、体温計はなるべく持参する。 

     避難場所、避難所が変更・増設されていることもあるので、災害時はホームページを 

よく確認する。   

豪雨のときの屋外の移動は、車も含めて危険。車中泊をする場合は、浸水しないよう 

周りの状況を確認する。 

※内閣府「新型コロナウイルス感染症が終息しない中における災害時の避難について」より 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

保健だより  多治見西高校・附属中学校 9月号（9/25） 

危険な場所にいるのなら… 

 

 

さらに、知っておくべき避難のポイントとして、次の 5つがあります。 

避難するのが原則！！ 

何が必要？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


